「それが よかろう」 

きもの 

呉王の 許しが 出た ので、 その 者から 魚に 衣服 を くれ 

た。 魚 は 言われる ままに それ を 着る と、 そのまま 鴉に 

なった。 そこで 羽ばたき をして 飛んで 往 くと、 たくさ 

んの 朋輩の 鴉が が あが あと 噪 いで 飛んで いた。 そし 

ま. ましら 

て、 それに 随 いて 住って 往来して いる 舟の 帆 檣の 周囲 

を 飛んだ。 すると 舟の 上に いる 旅人が 争うて 我も我も 

と 肉 を なげて くれた。 朋輩の 鴉 はすば しっこく それ を 

空中で うけた。 魚 も それに ならって やって いると、 ま 

たたく 間に 腹が 一 ぱいに なった。 そこで 帰って 林の 

杪 に 止まった が、 もう 前の 不平 は 忘れて 得意であった。 



つれあい 

二三 日す ると 呉王 は 魚に 偶の ない の を憐ん で、 一 

羽の 雌 をめ あわして くれた。 それ は 竹 # という 名で 

あった。 雌雄 は 互いに 愛しあって 楽しく 暮 していた。 

魚 は 舟の 上へ 住って 食物 を あさる 時に、 馴れて し 

まって 用心 しないので、 竹 青が いつも 注意した が 聴か 

なかった。 ある 日、 兵士の 乗った 舟が 通った。 兵士 は 

肉の かわりに 銃弾 を 飛ばした。 銃弾 は 魚の 胸に あたつ 

た。 魚が 落ちよう とすると 竹 青が 銜えて 往 つたので、 

兵士に つかまらずに すんだ。 鴉の 群 は 朋輩 を 撃 たれて 

怒リ、 羽ばたき をして 波 を あおった ので、 大きな 波が 

湧き起 つ て 兵士 を 乗せた 舟 は 覆 つてし まった。 



と 言って 訊いた。 竹 青 は、 

「舟に いるので すわ」 

と 言った。 魚 は 船頭が 長く 待って くれない だろうと 

思 つ た。 

「船頭 はどうし たかな あ」 

竹 青 は 言った。 

「いいのです、 私から 礼 をし ますから」 

そ Y J で 魚 は 竹 青と 夜 も 昼 も 酒 もりして 帰る， J と を 忘 

れ ていた。 

舟の 中に いた 船頭 は 翌朝 眼を醒 してみ ると、 漢 陽の 

まち 

巿が 見える ので 腰 をぬ かさんば かりに 駭 いた。 僕 は 僕 



「あれ は 皆なん だね」 

竹 青 は 言った。 

ともだち 

「皆、 私の 朋輩です よ、 いちばん 後ろに いた 蓮の 花の 

かんこう だい はい * きょく 

ように 白い 着物 を 着た の は、 漢皐 台の 下で 佩 玉 を 解 

こうほ 

い て 交甫に 与えた 方です よ」 

二三 箇月して 女 は 舟で 送って くれた。 それ は 帆も楫 

も 用いないで 飄然と ひとりで 往く 舟であった。 陸へ 

往 つてみ ると もう 人が 馬 を 道ば たに 繋いで 待って いた。 

魚 は そこで 家へ 帰った。 

魚 は それから たえず 往来した。 数年して 漢産 がます 

ますきれ いな 子に なった ので、 魚 は 可愛がった。 魚の 



に漢 水へ 三 四 回も往 くので 不便であった。 魚 は そこで 

家を漢 陽に 移した。 

漢産は 十二で 郡の 学校へ 入った。 竹 生 〔# 「竹 生」 は 

ママ〕 は 人間に は 美しい 質の 女が いないから といって、 

漢産を 呼んで 妻 を 迎えさし、 そして 帰して よこした。 

こじよ ■ つ 

漢 産の 妻に なった 女の 名は扈 娘と いって、 これ も 神 女 

の 産れ であった。 

後、 和が 死んだ。 漢生 及び 妹の 玉 佩 も 皆 喪の 礼 を 

行った。 葬儀が 畢 つて 漢産は 留まり、 魚は漢 生と 玉 佩 

を 伴れ て 出て 往 つたが、 それから 帰らなかった。 
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